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有珠山噴火緊急調査報告一 第 1報一

地 盤工学会
・
有珠 山噴火緊急調査団

1． 23年ぶ りの有珠山噴火 と緊急調査

　 3 月27 日 よ り有珠 山北 西 山麓部 に お い て 地震活動 が 活

発化 し，同29 日 に は 噴火 が 近 い こ とが 予告さ れ ， 住民

が 避難 す る 中で 2 日後 の 3 月31日13時 10分 に西麓 で 噴

火活動が始まっ た。機器観測 が整備 さ れ，ま た過去 の 噴

火の 経 緯 や 火山活動 の 癖 が よ く研究された 中で ，初 め て

噴火 予 知 の 成 功 が もた らさ れ た 。 さ しあた り人的被害は

避 け られ た が，広域 に わた る様 々 な災害は避けがた い 状

況 にあ る 。 住民の 避難 が 長期化 す る中 で ，こ れ か らの 噴

火活動の 適確な 予 測 が ます ま す 重要 に な っ て い る 。

　 3 月 31 日 に有珠山の 噴火活動 が 始 ま っ た た め，直ち に

現地 に緊急調査 に赴 く準備 を進 め た結果，4 月 1 日 に ，

地 盤 工 学会緊急調査 団が 派遣 され る こ とに な っ た。緊急

調査団は 遠藤邦彦 （団長），土 屋 　勉 ・木 幡 行 宏 （以 上

室 蘭 工 科大 学）
・
田 中信幸 （北海道開発 コ ン サ ル タ ン ト）

・鈴木正章 （道都大学） の 各氏 で 構成 され た 。 遠藤 ・
鈴

木 は，4 月 2 日か ら 同 4 日 ま で 現地 に 滞在 し，情報収集，

現地対策本部 で の 打合せ，お よび降灰 調査 を 主 とす る噴

火 活 動 調 査 に あ た っ た。ま た，土 屋
・
木幡両氏 と今後 の

被害調査の 進 め方等 につ い て打合せ を行っ た 。 さ らに 田

中氏 とは噴火 や被害状況等 の 情報 に つ い て 意見交換を行

っ た。噴火活動 に つ い て は交通規制の た め 火 口 近傍 に は

立 ち 入 れ な い た め，洞爺湖北岸 か らの 噴煙活動 の推移 の

観察，降灰分布調査，お よ び 火 山 灰 トラ ッ プ設置作業を

行 っ た 。 降灰 は札幌 に ま で到達 して い た た め，降灰調査

は札幌 か ら有珠山近傍 に わ た る広域 の 調査 とな っ た 。 降

灰調査 は北海道地質研究所，国立 環境研究所の 陶野郁雄

氏 （土木学会緊急調査団 長 ）ほ か と共 同 で 実 施 した 。

2． 噴火の前兆，噴火の概要，噴煙の 特徴

　地震活動 は 3 月27 日 に 始 ま り，昼頃か ら活発化 し28

日に はさらに 活発化 し た 。 気 象庁は臨時火山情報第 1

号 を発表 した 。 29 日 に 地震活動 は さ ら に 活発 化 した た

め ，緊急火山情報第 1 号 が発表さ れ ， 数 日 以内 に 噴火

す る 可能性 が 大 きい とした。30 日に は西 〜北 西 部 で 地

割れ が 確認され緊迫 の 度 を増す 中 で ， 31 日13時 10分頃

西 山 の 西 方 で 噴火 が 開始 さ れ た。こ の 噴火 は 当初水 蒸気

爆発 と された が，そ の後 マ グ マ 水 蒸 気 爆発 とさ れ た。4

月 1 日 に は 洞爺湖温泉街 の 裏手 の 金毘羅 山 山麓で噴火

が 発生 した。4 月 2 日以後現在．（4 月 20 日）に至 る ま で ，

西 山西 方 と金毘羅山 山麓の 二 つ の 火 口 か ら断続的 に噴火

（比較的小規模 な マ グマ 水蒸気爆発 を主 と す る）を繰 返

し，周 囲 に 火 山 灰 を 降 らせ て い る （図
一 1）。こ の 間，

2 個所の 火 口 は それぞれ火 口 の 数 を増や し，火 口付近 に
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表一 1　 有珠 山噴 火緊急調査 団 メ ン バ ー

団　 長 遠藤 邦彦 日本 大学 文理学部地球 シ ス テ ム 科学科 教授

団　 員 木幡 行宏 室蘭工 業大学建 設 シ ス テ ム 工 学科 助 教授

〃 鈴木 正章 道都大 学 短期大 学部教 養教室　教授

〃 田 中 信幸 北海道 開発 コ ン サル タ ン ト  地質部 主任技師

〃 土屋 勉 室蘭工 業 大学建 設 シ ス テ ム 工 学科 助 教授

は亀裂や断層が生 じ，溶岩 ド
ー

ム の 隆起を示す地殻変動

が 顕著に な っ て い る。

　噴火活動 の 主体 を な す マ グマ 水 蒸気爆発 ・水 蒸気爆発

は 断 続的 に 頻繁 に 発生 して い る が，多 くは 噴煙の 高度で

500m に 満たな い 小規模 な も の で あ る。し か し何 回 か

は 噴煙 の 高度 が 1000m 〜2000m に 達 して い る。3月

31 日の 噴煙 は そ の 中 で は 最 も 激 し い も の で ，高度 は

3500m ，水 との 接触 に よ っ て 起 こ る コ ッ ク ス テ イ ル ジ

ェ ッ ト も含ん で い た 。 火 口 近傍 に は 大量 の 噴石 を飛ば し，

家屋や 路面 に 被害を与 え た。また，4 月 3 日以後の 活動

で は，二 つ の 火 口 群 か ら泥を含ん だ 熱水 が蒸気 に よ っ て

押 し上 げ られ，火 口 か ら溢 れ 出 して，泥流 とな っ て 流下

す るの が認め られ ，
“
熱泥流 の 発生

”
と報道 さ れ た 。 こ

の よ うな泥流は1910年 の 活動 で も記録 され て い る。地

下 に 豊富な 地 下 水 が 存在 し，噴火 活動に関 与 して い る こ

とを示 す もの と思わ れ る 。

　 こ の 数 日，黒 い 噴煙 が カ リフ ラ ワー状 に な っ て い る と

報告され て おり，やや噴煙は乾 い た もの に変わ りつ つ あ

る可 能性が あ る 。 注意を要 す る変化 で あ る 。

3．　 降灰調査 とその結果

　以下，今回 の 緊急調査 の 中心 とな っ た 降灰調査 の 概要

を述べ る 。

　調 査は有珠山2000年噴火火山灰合同調査班 として 日

本大学 ・
国立環境研究所 ・道都大学 ・東京都立 大学 ・上

越教育大学
・
北海道地質研究所の 共 同で 行なわれた。そ

の 内容 は 以 下 の とお り 。

　  　降灰状況を長期的 に観測す る ための 火山灰 トラ ッ

　　プの設置

　洞爺湖周囲か ら支笏湖周辺 に 至 る約 50地点 に 火山灰

トラ ッ プ を 設 置 した 。 す で に 何回 か の 降灰 を受 け て い る

た め 1
，
　2 回 目の 回 収を行 っ た。そ の 結果 は 現在 と りま

とめ 中 で あ る 。

　  3 月31日 お よびそ の後 の 降灰量調査

　調査期間中最大 の 噴火 とな っ た 3 月31 日13時10分 に

始 ま っ た マ グ マ 水蒸気爆発 に よ る 火 山 灰 降下 状況 を 明ら

か にす る た め，洞爺湖周 辺 か ら支笏 湖，札幌 に至 る地 域

に お い て 約70個所 で
一

定面積当 た りの 火山灰堆積量 を
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図
一 1　 有珠山 と2000年噴火の 火 口 の 位置 （☆ は 火 冂 群の 位置）

測定 した ほ か ，そ の後の 降灰 に つ い て も同 様の 調査 を行

っ た 。

　   　調査方法

　 平坦 な雪 の 上 に 火山 灰 が 堆積 して い る所 で ，50cm ×

50cm ，場所 に よ っ て は20　cm × 20　cm ，あ る い は 1mx

lm の範囲か ら火山灰 を 雪 ご と採取 し，実験室で 乾燥 さ

せて 火山灰を抽出 し，乾燥重量 を 測定 した後，1m2 当

た りの 火 山灰 堆積 量 に換算 した。3 月31日 の 火山灰採取

は 主 と して 4 月 2 日〜4 日 に行 わ れ た。遠 方 に つ い て は

4 月 8 日 ま で 地 点 を補充 した。札幌周辺〜山間部をは じ

め多 くの 地点 で，火 山 灰 は 31日夜か ら 4 月 1 日夜 に か

け て の降雪 に よ っ て 覆われ，厚 さ 1〜20cm ほ どの新雪

の 下 に 保存されて い た。した が っ て ，4 月 1 日以降 の 火

山灰 とは 明確 に分け る こ とが で きた。

　  　調査結果

　3 月31 日の降灰 量 分布 を 図
一 2に 示す。分布軸は 火 口

か ら東北東方向 に伸び，洞爺湖東岸の発電所付近で は約

7009 ／m2 ，大滝で 80g／m2 を 示 した。支笏湖 周辺 で 北

方向に 曲が り，札幌付近 で も 2〜3g ／m2 の 値 を 示 した。
1g ！m2 の 値 は 雪 面 に 明 瞭 に 降灰 が 認め られ る量で あ る 。

図
一 2 に は ほ ぼ 1g ／m2 の 範 囲 を 示 した が ，実際 の 分布

限界は さ ら に広 い 。

　  　降灰量 の 推定

　図
一 2の 測 定 結果 か ら，火山灰降下量を求 め た 。 実測

値 に 基 づ い て 描 か れ た等値線の 面積に 基づ い て 見積られ

た 火 山灰 の 総堆積量 は約 12万 t となる。こ の 数字は，少

な くて もこ れだけは降 っ た とい う意味の 数字で ある 。

　 こ の 結果 は 火 口近傍 に 厚 く堆積 した部分 を含 ん で い な

い こ と，本調査 で 見積 っ た 範囲 の さ らに遠方 に ま で 拡散

した 部分 を含ん で い な い た め，実際 の総降灰量 は さ らに

増加す る は ずで ある。特 に現段階で は立 ち 入 る こ とが で

36

図一2　 3 月31日 の 降 灰分布 （等 値線 σ）数字 は gfm2 ，合

　 　 　 同調査 班 に よ る。各地 点 に 付 され た 細 い 数字 は

　　　 1m2 当た りの 火 山 灰 重量 （g））

きな い 火 口近傍 やそ の 直 ぐ東側，洞爺湖温泉地 区 な どに

堆積 して い る部 分 の 寄与は 大 き い もの と思 わ れ る の で ，

3 月31日の 降灰だ け で20〜30万 t を超 え る可 能性 がある。

　噴火開始後20 日間 の 降灰 量 に つ い て は検討中 で あ る

が．図
一 3 に は 主 な もの の 分布域 を 示す。そ の 内 4 月

4 日16時〜17時頃 に か け て 断続 した 北方向へ の 降灰 は ，

実測値 と して 約 3 万 tで あっ た。こ う した規模 の 降灰 は

少な くない ため ，周 囲 で 捉 え得る 降 灰 量 だ け で 3 月31

日 と同規模あ る い は そ れを上 回 っ て い る可 能性がある。

こ れ に 火 口 近傍に厚 く堆積 した 部分 を 加 え る と ， 噴火開

始後 の 堆積量 は 100万 t を超 え て い る可能性が高 い。

　しか し，こ の 量は 過去 の ケース と比 べ る と，ま た現在

　 　 土 と 基礎．48一遍 （509）
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図一3　降灰調 査 に よ っ て 明 らか に され た主な降灰分布

　　　 （合 同調査 班 に よ る。各 地点に 付さ れ た細い 数字

　　　 は 1m2 当 た りの 火 山灰重量 （g））

地下 に 存在す る マ グ マ の 量 に比 べ る とご くわ ずか な もの

に 過ぎな い 。

　今回 採集 した火 山 灰 に は 新鮮 な 火 山 ガ ラ ス が 大 量 に含

ま れ て い た 。 ま た 遠方 を 除 ぎ軽 石 も含まれて い た。こ の

噴火 に マ グマ その もの が ど の 程度関与 した か は 今後の 活

動 を推定 す る上 で 大きな問題 とな る ため，現在 こ れらが

今 回の マ グマ に 由来す る も の か どうか の 慎重な検討が専

門 家 に よ っ て 続 け られ て い る。

4． 被 害 状 況

　二 つ の 火 口群 の 周 辺 部 を 中 心 に，噴石 降下，降灰 等 に

よ る住家被害を始め，亀裂，断層，地殻変動，泥流 に よ

る道 路 ・施 設 ，市 街 地 等 の 損 壊 ，森林 や農 地 の 被害な ど，

大きな被害が発生 して い るが，こ れ らは さ ら に激 しさ を

増して い く もの と思わ れ る 。 周 辺 部 に お い て も，室蘭線

の 線路を湾曲させるな ど，地殻の 変形 が 多 くの 被害 を も

た ら し始 め て い るほ か，周 囲 へ の 降灰 の 影響 は ます ま す

広域化 して い く可 能性 が あ る。ま た交通規制や 避難活動

に 伴 う経済的損失 は極 め て 大 き い もの が あ ろ う。被害 の

全貌が明 らかに なるの は こ れか らで あ るが ，その
一

部 は

ロ 絵写真 1〜4 に 紹介 さ れ て い る 。

Ju皿 e．2000

5． 有珠山噴火の 今後に つ い て

ニ ユース

　有珠 山 は 1663年以来計 7 回 の 噴火を繰 り返 して きた 。

1769年 ，1822年，1853年，1910年 （明治新 山形成），

1943〜1945 年 （昭 和新 山 形成），1977〜1978年 の 各噴

火 の 噴 火間隔は30年 か ら50年 お き と非常に規則 的で あ

っ た。今 回 の 噴火は23年 目の もの で ，近年 の 噴火間隔

よ りも短 か っ た 。 過去 の 噴火 の 中 で ，1910年 噴火 と

1943〜1945年噴火 は 多数の 水蒸気爆発 を繰 り返 した後，

溶岩 ド
ー

ム を形成 した 。
こ の 二 つ を除く と，い ず れ も山

頂部 で 発生 し，大量の 軽石 を噴出する噴火 で ， 前回を 除

き火砕流
・
火砕サージ現象 を伴 い ，最後 に 溶岩 ド

ー
ム あ

る い は 潜在溶岩 ド
ー

ム を形成 した。前 回 は 遠方に ま で 軽

石 や 火 山 灰 を 噴出 し，総 噴 出 量 は 0．08km3 に 達 した 。

今回 の こ れ まで の 経緯 は，明 ら か に 1910年 や 1943〜

1945年 の そ れ に似 て い る 。 こ れ ら は 共 に，有珠山北側

山麓 の 低 い 所 に 溶岩 ド
ー

ム
・
潜在溶岩 ドーム を形成 す る

もの で あ っ た。

　今回 の噴火開始 か ら20 日間，2 個所の 火 口 群 か ら頻繁

に 小規模 な マ グマ 水蒸気爆発
・
水蒸気爆発の噴煙 を 上げ

て い る 。 同 時に亀裂 ・断層 の発達が進み，マ グマ の 上 昇

に 伴 う地殻変動が 顕著 に な りつ つ あ る 。 有珠 山北 西 部 に

時間を 掛 け て溶岩 ドーム ま た は 潜在溶岩 ド
ー

ム が形成 さ

れて い くで あろう。現段階 で は ，
マ グ マ は 豊富な 地 下 水

と直接 ・間接 に接触 して マ グマ 水蒸気爆発や水蒸気爆発

を 繰 り返す こ とに よ っ て ，莫大な エ ネル ギーを 消費し，

ガ ス 抜 き が 進 行 して い る よ うに 思わ れ る。しか し，マ グ

マ の ヘ
ッ ドはい まだ豊富な地下水 よ り下 に ある と考え ら

れ ， 今後マ グマ が さ ら に上 昇 して 帯水層を抜け出す と噴

火活動 が新 た な 局面 を迎 え る可能性 が あ る 。 今後の 推移

を 慎 重 に 見 極 め る こ とが重要で あ る。

6．　 お わ り に

　本噴火は 長期化 す る可能性 が強い た め ，本調査団は引

続 き噴火の 経緯 を注意深 く検討 しなが ら，多様 な 被害の

状況 を把 握 し，必 要 が あ れ ば 対 策上 の 提案 を して い きた

い と考 え て い る。
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